＜ミュージカルとは何か＞
　オペラの歴史は古くからあるが、古くはオペラは外国語（ドイツ人にとってはイタリア語は外国語）で上演されたりすることが多く、一般大衆向けのものではなかった。
大きな歌劇場で演奏されるオペラとは違い、自国語のセリフで筋をすすめながら自国語の歌詞の歌も含む歌劇（多くは喜劇などの軽い内容のもの）も18世紀あたりから上演されるようになり、それがやがてオペレッタとなっていく。
ヨハン・シュトラウスの作品は「こうもり」以外はオペラハウスではあまり演奏されずオペレッタ扱いとなっており、オッフェンバック（天国と地獄）やレハール（メリーウィドウ）などもオペレッタとしてあつかわれている。
ドイツやフランスを中心に演じられていたオペレッタに踊りの要素も付け加えられたショウがやがてアメリカに移され、ニューヨーク（その後ロンドン）などを中心にミュージカルとして発展していった。

ミュージカルの初期ではロンバーグ（学生王子1924）やがてR．ロジャース（南太平洋1949、サウンドオブミュージック1959）、ジェロームカーン（ショウボート1951）フレデリックロウ（マイフェアレディ1956）などが知られているがいずれも甘美なメロディを中心にしたわかりやすい大衆向けの作品であった。

1957年当時39才の異才バーンスタインは（ピアニスト、作曲家、指揮者としても活躍に20世紀のモーツァルトとも呼ばれた）ミュージカルに新しい波を作り出した。これがウエストサイドストーリーである。この作品の中には大衆向けの曲も含まれているが、複雑なリズムや不協和音、ジャズの活用など斬新な内容がみられる。上記のサウンドオブミュージック（ドレミの歌、私のお気に入り他が有名）が書かれた時期とくらべるとその斬新性はあきらかであろう。
＜ウエストサイド物語　主な登場人物　原作＞
※ジェッツ（ポーランド系のアメリカ人の若者グループ）、ジェット団
・リフ (Riff) 

ジェッツのリーダー。勢いがあって賢くやや風変わり。叔父と住むのが嫌なためトニーの家に居候している。 

・トニー (Tony) 

ポーランド系アメリカ人。現在はドックの店で真面目に働いている。「ロミオとジュリエット」のロミオにあたる。（台本のアーサー・ローレンツは当初トニーの設定をイタリア系アメリカ人とするつもりであったが、脚本を作成する段階で当時のアメリカの事情に合わせポーランド系アメリカ人に変更した。）

・アクション (Action) ＞＞映画では別の名前、キャラクターも少し違う
メンバー中で一番攻撃的で、怒りっぽい。 
※ジェッツの女

・ヴェルマ (Velma) 

リフの恋人。若くてセクシー。 

・エニィバディズ (Anybodys) 

ジェッツの団員になりたがっている男勝りの少女。ジェッツの面々からは邪魔者扱いされている。
※シャークス（プエルトリコ系アメリカ人の若者グループ）、シャーク団
・ベルナルド (Bernardo) 

シャークスのリーダー。ハンサムでプライドが高い。「ロミオとジュリエット」のティボルトにあたる。 

・マリア (Maria) 

ベルナルドの妹。 まだ幼さが残り、とても愛らしい。ブライダルショップでお針子をしている。「ロミオとジュリエット」のジュリエットにあたる。（当初の構想ではユダヤ系アメリカ人であったが、後に脚本を作る段階で当時の事情に合わせるためプエルトリコ系アメリカ人と設定変更された）

・アニタ (Anita) 

ベルナルドの恋人。鋭く、利口でセクシー。「ロミオとジュリエット」のジュリエットの乳母にあたる部分がある。 

・チノ (Chino)

マリアの婚約者。シャイで優しい青年。「ロミオとジュリエット」のパリスにあたる部分がある。 
※大人たち

・ドック (Doc) 

ドラッグストアの店主でトニーの雇い主。ろくな親がいないジェッツの少年たちにとってただ一人の理解者であり、彼らに非行から足を洗いスポーツなどをするよう勧めるが、ドックの若かった頃とは違うと少年たちには聞き入れられない。「ロミオとジュリエット」のローレンス修道士にあたる部分がある。 

・シュランク警部補 (Lt. Schrank) 

ニューヨーク市警ウエスト・サイド分署の警部補。少年たちのギャング抗争に悩まされており、プエルトリカンを快く思っていないためシャークスを特に嫌う。交通課へ格下げされることを恐れている。 

＜ウエスト・サイド物語 (映画版)＞
監督 ロバート・ワイズ

公開 1961年10月18日 

映画は批評家、観衆からの絶大な支持を得て、その年のアメリカ国内第2位の興行成績となった。アカデミー賞では作品賞をはじめ、作品賞監督賞他ノミネートされた11部門中10部門を受賞した。ただし作曲家賞は映画のための書き下ろし音楽ではないという理由で対象から外された。また、映画のサウンドトラック・アルバムも空前の売り上げとなった。
キャスト

マリア（ナタリー・ウッド、歌はマーニ・ニクソン） 

トニー（リチャード・ベイマー、歌はジム・ブライアント） 

ベルナルド（ジョージ・チャキリス） 

アニタ（リタ・モレノ、歌は一部ベティ・ワンド） 

リフ（ラス・タンブリン） 

チノ（ホセ・デ・ヴェガ） 

アイス（タッカー・スミス） ＞＞＞舞台版ではアクションにあたる役

舞台版との違い

役の大きな変更では、ジェッツの2番手にあたる役がアクションではなく「アイス」という役に変更されている。またファイティングシーンで戦うのもアイスに変更されている。アイスは常に冷静さを欠かさないクールな少年として設定されているため、アニタの脅かされる場面にアイスの存在があってはならず、直前にトニーを探しに外を出たため、ドラッグストアにはいない。

楽曲の順序の入れ替えとして、ダンスパーティー後にシャークスを待つジェッツが歌う「クール」と、決闘後に同じくジェッツが歌う「クラプキ巡査どの」の位置が入れ替えられている。これに伴い「クール」は死んだリフに代わってジェッツを束ねるアイスが歌い、内容も「シャークスへの復讐にむけて冷静になれ」という意味を持ったものになっている。

あらすじ
　ジェット団(白人系)とシャーク団(プエルトリコ系)はニューヨークのウェスト・サイドに巣くう対立する不良少年のグループである。きっかけさえあれば今にも爆発しそうな空気のなかでのダンスパーティーそこで一目で愛し合うようになった二人、マリア(ナタリー・ウッド)はシャーク団の首領ベルナルド(ジョージ・チャキリス)の妹であり、トニー(リチャード・ベイマー)はジェット団の首領リフ(ラス・タンブリン)の親友だった。しかし、ジェット団とシャーク団はついにぶつかってしまった。マリアの必死の願いにトニーは両者の間に飛びこんで行ったが、血気にはやる彼らはトニーの言葉に耳をかそうとしなかった。そしてリフはベルナルドに刺されて死んだ。親友リフの死に我を忘れたトニーはベルナルドを殺してしまった。
　ベルナルドの恋人アニタ(リタ・モレノ)に責められてもトニーを忘れられないマリアは、トニーの高飛びに同意する。シャーク団のひとりチノはベルナルドの仇を打とうとトニーをつけ狙い、警察の手ものびてくる。アニタはマリアの愛の深さを知り、トニーと連絡をとるために街へ出ていくがジェット団に倒された怒りからマリアはチノに殺されたと（ウソを）言ってしまう。絶望して夜の町へ飛び出したトニーの前へ拳銃を構えたチノが現れた。急を聞いて来たマリアの腕の中で、トニーは絶命した。
＜シンフォニック・ダンス＞

レナード・バーンスタインは1960年に、シド・ラミンとアーウィン・コスタルの手を借りてミュージカル中の主要曲を集めて編曲し、オーケストラのための演奏会用組曲「『ウエスト・サイド物語』からのシンフォニック・ダンス」（Symphonic Dances from 'West Side Story' ）を作った。初演は1961年2月13日カーネギー・ホールで、ルーカス・フォス指揮のニューヨーク・フィルハーモニックによって行なわれた。

バーンスタイン自身による複数の録音（1961年 ニューヨーク・フィルハーモニック、1983年 ロサンジェルス・フィルハーモニック）がある他、しばしばオーケストラのレパートリーとして実演や録音が行なわれている。

構成は次の通りで、全曲が切れ目なく演奏される。

プロローグ (Prolog) ●
サムウェア (Somewhere) 

スケルツォ (Scherzo) ●
マンボ (Mambo)● 

チャチャ (Cha-Cha) 

出会いの場面 (Meeting Scene) ～クール (Cool) ～フーガ (Fugue) 

ランブル (Rumble) 

フィナーレ (Finale) 

